
第8回産業精神保健カンファレンス

職場の“困った人”に  

配慮すべきこと、要求できること

慶應義塾大学病院　２号館11階　大会議室     
詳しくは裏面をご覧ください

  2016年　9月  7日（水）　19時～20時30分  
                      18:45～19:00　製品説明　イフェクサーＳＲ  

                      19:00～20:30　教育講演，およびディスカッション

日  時

場  所

開会の辞
慶應義塾大学医学部
精神・神経科学教室  教授　 三村  將　先生

慶應義塾大学医学部
精神・神経科学教室  特任准教授　　白波瀬  丈一郎  先生教育講演①

＊産業医の先生、企業の診療所に勤務されている先生などご興味のある方であればどなたでもご参加頂けます。

＊事前にお申し込みが必要ですので、masahito.higashiyama@pfizer.comまでご連絡をお願いいたします。  

主催　：　ファイザー株式会社

「彼らとは、なぜスムーズなやり取りができないのか  

−パーソナリティ障害と発達障害を中心に−」

「法的な留意点」

近畿大学法学部　教授 三柴  丈典  先生教育講演②

−裏面の「カンファレンス趣旨」もご覧ください−



カンファレンス趣旨
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正面玄関横・救急入口からお入り下さい

エレベーターで１１階までお上がり下さい

ＪＲ信濃町駅

正門を通って、駐車場脇をお進み下さい

慶應義塾大学病院　２号館11階　大会議室     
   （旧  新棟）

東京都新宿区信濃町３５　　Tel.  03-3353-1211

　皆様の身近に、以下のような“困った人”はいらっしゃいませんか。そして、その人たちに振り回され
て、日頃その対応に苦慮しておられませんか。 
　 人を辛辣に批判する一方で、自らの非を一顧だにしない人。自分がうまく立ち回ることしか頭にな
く、周囲がどんな迷惑を被るかなどまったく眼中にない人。自分のために周囲の人が力を貸すのは当
たり前と思っている反面で、自分が他人のために力を貸すことなど一切考えない人。自分が一番注目
されるのが当然と思い、少しでも他人が優先されたと感じると途端に不機嫌になったりひがんだりす
る人。権利主張は激しい反面で、自らの責任は果たそうとはしない人。 
　 こういう人たちに共通するのは、自らの視点からしか物事を捉えられず、自分自身のことを客観的
にふり返ることができないという特徴です。 
　精神医学には、こうした特徴をパーソナリティ障害や発達障害といった精神疾患の特徴として理解し
ようという流れがあります。教育講演①では、彼らとはなぜスムーズなやり取りができないのかを明
らかにすると共に、彼らに対する対応や支援の方法について白波瀬がお話ししたいと思っています。 
　 教育講演②では、法的な側面から、このような特徴をもつ労働者に対して、職場はどこまで配慮す
べきで、どこまで要求できるのかについて三柴丈典先生にご講演いただきます。 
　皆さんの悩みを解決いたします。どうぞ、奮ってご参加ください。


